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●

京都グランドホテルで開かれた理事会・評議員会

　
本
会
の
理
事
会
・
評
議
員
会
が
、
去
る
一
月
二
十

六
日
午
後
二
時
か
ら
、
京
都
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
会
議
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
会

長
・
副
会
長
の
推
戴
、
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
役

員
の
選
出
、
さ
ら
に
平
成
六
年
度
の
事
業
計
画
案
や

歳
入
・
歳
出
予
算
案
等
が
審
議
さ
れ
た
。

　
　
　
評
議
員
会

　
議
長
に
斉
藤
倫
縫
師
、
議
事
録
署
名
人
に
新
井
智

清
、
濱
田
義
道
の
両
師
を
選
ん
で
、
議
事
に
入
っ

た
。　
議
案
第
一
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
及
び
監
事

選
出
の
件
」

　
慣
例
に
則
り
、
理
事
・
監
事
の
選
考
委
員
会
を
設

け
、
別
室
で
協
議
の
結
果
、
別
記
の
理
事
及
び
監
事

を
選
出
し
た
。

　
議
案
第
二
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
会
長
及
び
副
会

長
推
戴
の
件
」

　
斉
藤
議
長
よ
り
上
程
。
川
島
総
務
部
長
が
昨
年
十

一
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
二
十
一
期
会
長
・

副
会
長
推
戴
委
員
会
」
の
結
果
を
報
告
。
こ
れ
に
基

づ
き
、
別
記
の
通
り
、
会
長
・
副
会
長
の
推
戴
を
議

決
し
た
。

　
議
案
第
三
号
「
平
成
六
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
斉
藤
議
長
よ
り
上
程
。
川
島
総
務
部
長
が
平
成
六

年
度
事
業
計
画
案
を
朗
読
。
原
案
賛
成
の
意
見
が
表
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明
さ
れ
た
。

　
議
案
第
四
号
「
平
成
六
年
度
歳
入
歳
出
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
斉
藤
議
長
よ
り
上
程
。
斎
藤
財
務
部
長
が
、
予
算

案
の
詳
細
を
説
明
。
質
疑
応
答
の
後
、
原
案
賛
成
の

意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

　
議
案
第
五
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
斉
藤
議
長
よ
り
上
程
。
木
内
国
際
文
化
部
長
が
こ

れ
ま
で
の
経
緯
の
概
略
を
説
明
。
つ
づ
い
て
考
古
学

者
・
上
坂
悟
氏
が
、
考
古
学
調
査
の
現
況
を
、
ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
て
詳
細
に
報
告
。
質
疑
応
答
の
後
、
原

案
賛
成
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。

　
　
　
理
事
会

　
柳
下
隆
侃
師
を
仮
議
長
に
、
議
事
録
署
名
人
に
杉

谷
義
純
、
増
田
貞
圓
の
両
師
を
選
ん
で
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
長
及
び
常

務
理
事
選
出
の
件
」

　
曹
洞
宗
の
伊
藤
治
雄
師
を
理
事
長
に
選
出
。
伊
藤

理
事
長
を
議
長
に
、
別
記
の
常
務
理
事
を
選
出
し
た
。

　
議
案
第
二
号
「
任
期
満
了
に
伴
う
会
長
及
び
副
会

長
推
戴
の
件
」

　
伊
藤
議
長
よ
り
上
程
。
川
島
総
務
部
長
が
昨
年
十

一
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
二
十
一
期
会
長
・

副
会
長
推
戴
委
員
会
」
の
結
果
を
報
告
。
こ
れ
に
基

づ
き
、
別
記
の
通
り
、
会
長
・
副
会
長
の
推
戴
を
議

決
し
た
。

　
議
案
第
三
号
「
平
成
六
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
伊
藤
議
長
よ
り
上
程
。
川
島
総
務
部
長
が
平
成
六

年
度
事
業
計
画
案
を
朗
読
。
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
四
号
「
平
成
六
年
度
歳
入
歳
出
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
伊
藤
議
長
よ
り
上
程
。
斎
藤
財
務
部
長
が
、
予
算

案
の
詳
細
を
説
明
。
質
疑
応
答
の
後
、
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
五
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
了
承
を
求
め
る
件
」

　
伊
藤
議
長
よ
り
上
程
。
木
内
国
際
文
化
部
長
が
こ

れ
ま
で
の
経
緯
の
概
略
を
説
明
。
つ
づ
い
て
考
古
学

講
演
ぺ
す
る
サ
キ
や
教
授

者
・
上
坂
悟
氏
が
、
考
古
学
調
査
の
現
況
を
、
ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
て
詳
細
に
報
告
。
質
疑
応
答
の
後
、
原

案
通
り
了
承
さ
れ
た
。

報
告
事
項

　
議
案
に
関
す
る
審
議
が
終
了
し
た
後
、
理
事
会
・

評
議
貝
会
に
共
通
す
る
報
告
が
、
事
務
総
局
の
各
部

長
よ
り
行
わ
れ
た
。

　
　
　
記
念
講
演

　
理
事
会
・
評
議
員
会
閉
会
後
、
午
後
四
時
半
か
ら

「
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の
現
況
と
展
望
」
を
テ
ー
マ
に

ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
ト
ラ
ス
ト
（
L
D
T
）
副
理
事
長

ス
ー
リ
ャ
・
サ
キ
や
教
授
が
、
記
念
講
演
を
行
っ

た
。
サ
キ
や
教
授
は
、
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
の
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
ネ
パ
ー
ル
か
ら

来
日
し
た
も
の
。
　
（
関
連
記
事
六
～
七
頁
）

　
　
　
懇
親
会

　
午
後
六
時
か
ら
、
同
じ
京
都
グ
ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル

で
恒
例
の
新
年
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
中
村
康
隆

会
長
、
山
田
恵
諦
前
会
長
、
伊
藤
治
雄
理
事
長
が

次
々
に
挨
拶
、
つ
づ
い
て
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
ル

ン
ビ
ニ
ー
開
発
ト
ラ
ス
ト
副
理
事
長
ス
ー
リ
ャ
・
サ

キ
ャ
教
授
が
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
高
井
隆
秀
副
会
長

の
発
声
で
乾
杯
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
し
ば
し
の
間
、
二
百
人
を
超
え
る
出
席

者
に
よ
る
、
和
や
か
な
懇
談
が
つ
づ
い
た
。
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噂飼　㍉－嘱　　一一七



†
　
薗

玉

除
　
．

甥
－

仏全1994年3月1日

副会長は高井隆秀師ら4人

会
　
　
長
　
中
村
　
康
隆
　
　
（
浄
土
門
主
）

副
会
長
　
高
井
　
隆
秀
　
　
（
真
言
宗
智
山
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
長
）

　
　
　
　
　
吉
田
　
俊
誉
　
　
（
真
言
宗
豊
山
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
長
）

　
　
　
　
　
岩
崎
　
宗
秀
　
　
（
東
京
都
仏
教
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
会
会
長
）

　
　
　
　
　
江
連
　
俊
則
　
　
（
埼
玉
県
佛
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
）

理
事
長
　
伊
藤
　
治
雄
　
　
（
曹
洞
宗
）

常
務
理
事
　
　
（
評
議
員
中
の
◎
印
）

理
事
（
評
議
員
中
の
○
印
）

監
　
　
事
　
　
（
評
議
貝
中
の
▽
印
）

評
議
貝
一
敬
称
略
一

○
伊
藤
治
雄

◎
伊
東
盛
熈

服
部
栄
隆

◎
佐
々
木
孝
一

　
森
　
渡
辺
有
田
國
安
石
附

◎
松
村

◎
有
馬

　
篁

昭清了周格恵泰和
観雄昌行典宗峰久

大
久
保
久
遠

波
多
野
昭
方

　
中
岡
九
析
北
條

◎
能
邨

　
調加
藤

　　英成舜順
真紀士之壽孝

（
曹
洞
宗
）

　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
　
同
（
真
宗
大
谷
派
）

　
同
　
同

　
岡
川

　
藤
田

　
三
浦

　
那
須

◎
菊
島

◎
成
田

　
吉
田

　
斉
藤

　
近
藤

　
北
山

　
野
呂

◎
川
井

　
野
口

◎
奥
邨
永
井

祥正善匡幸宏正倹昭有慶公　智秀
文寛雄俊進明也洲柄恒雄順崇当日

加
賀
美
泰
全

持
田

　
小
崎
新
井

◎
新
居

　
庄
司
嬉
野
安
芸

　
壽
山

◎
小
倉

▽
羽
賀

　
大
野
本
多

　
宮
田

◎
杉
谷

　
山
本

　
山
田
神
田

◎
上
村

正秀俊尭義正道鋏文宗良昭覧隆祐智龍貫
剛順和俊純勝一宗圭徳知憲昭興政清雄宣

　
　
同

　
　
同

　
　
同

　
　
同

　
　
同

　
（
浄
土
宗
）

　
　
同

　
　
同

　
　
同

　
　
同

　
　
同

　
　
同

　
　
同

　
（
日
蓮
宗
）

　
　
同

　
　
同

　
　
同

　
　
同

　
　
同

　
（
高
野
山
真
言
宗
）

　
　
同

　
　
同

　
　
同

　
　
同

　
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

　
　
同

　
　
同

　
　
同

　
　
同

（
天
台
宗
）

　
　
同

　
　
同

　
　
同

（
真
言
宗
智
山
派
）

黒
谷
本
敬

倉
持
秀
裕

中
村
義
英

◎
川
田
聖
定

小
野
塚
幾
澄

　
白
井

▽
浅
井

○
安
藤

　
秋
好

　
山
口

b
森
田

　
健
代

　
加
藤

公和禅正正正侃正
俊央門門隆晃雄雄

〇
五
＋
嵐
意
承

網
野
義
紘

法
田
光
順

○
長
谷
川
霊
信

　
大
倉

　
仲
田

　
田
中

　
古
江

　
榊
原

　
日
野

　
山
本
東
條
寺
井
秋
庭
大
藏

○
梨
本

哲寛　良仁智淳是信純順律
雄邦稔潤時時勝久明慮門門

五
＋
嵐
隆
明

正
野
得
修

高
野
　
日
豊

深
津
實
乗

加
藤
勝
真

　
同
　
同
　
同
（
真
言
宗
豊
山
派
）

　
同
　
同
　
同
（
孝
道
教
団
）

　
同
　
同

（
和
宗
）

　
同
　
同
（
聖
観
音
宗
）

　
同
　
同
（
念
法
眞
教
）

　
同
（
真
言
宗
醍
醐
派
）

（
真
言
宗
御
室
派
）

（
真
宗
高
田
派
）

（
西
山
浄
土
宗
）

（
真
宗
輿
正
派
）

（
黄
漿
宗
）

（
真
言
宗
鹿
鳴
派
）

（
天
台
真
盛
宗
）

（
時
宗
）

（
臨
済
宗
建
長
寺
派
）

（
真
宗
仏
光
寺
派
）

（
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
）

（
融
通
念
佛
宗
）

（
本
門
佛
一
宗
）

（
浄
土
宗
西
山
深
草
派
）

（
真
言
宗
善
通
寺
派
）

一4一
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山
本
学
人

　
大
谷
博
通

　
小
林
慶
存

　
石
原
賢
成

　
丸
山
秀
彦

　
五
條
覚
照

　
新
藤
晋
海

　
川
村
俊
朝

　
森
谷
英
俊

　
大
野
玄
妙

　
小
池
弘
三

　
平
田
忠
義

　
国
定
浄
運

　
池
田
光
輝

○
小
滝
了
信

　
浅
野
俊
道

　
最
上
知
良

　
工
藤
道
夫

轟
　
　
光
順

高
木
歓
了

中
村
純
崇

○
河
野
　
亮
永

酒
井
文
雄

○
山
田
勝
義

村
松
正
隆

○
白
川
謙
敬

菊
地
昌
雄

加
藤
隆
宣

○
柳
下
隆
侃

本
間
孝
康

和
田
　
大
雅

　
田
宮
黎
友

波
佐
場
薫

藤
巻
賢
昭

（
顕
本
法
華
宗
）

（
新
義
真
言
宗
）

（
天
台
寺
門
宗
）

（
真
宗
木
辺
派
）

（
真
言
宗
国
分
寺
派
）

（
金
一
山
修
験
本
田
）

（
華
厳
宗
）

（
真
言
宗
泉
涌
寺
派
）

（
法
相
宗
）

（
聖
徳
宗
）

（
真
言
宗
須
磨
寺
派
）

（
妙
見
宗
）

（
真
言
口
一
二
｛
玉
白
示
）

（
真
言
宗
中
山
寺
派
）

（
北
海
道
仏
教
会
連
盟
）

　
同
（
青
森
県
仏
教
会
）

（
岩
手
御
仏
教
会
）

（
群
馬
県
仏
教
連
合
会
）

（
栃
木
県
仏
教
会
）

（
茨
城
県
仏
教
会
）

（
埼
玉
県
佛
教
会
）

　
同
（
千
葉
県
仏
教
会
）

　
同
（
東
京
都
仏
教
連
合
会
）

　
同
　
同
（
神
奈
川
県
仏
教
会
）

　
同
　
同
（
新
潟
県
仏
教
会
）

（
石
川
県
仏
教
会
）

（
山
梨
県
仏
教
会
）

　　○　　　　　　　　　▽　 ◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○友弘黒島高大鰯網清垣高高躍増中長吉岩牧江濱伊藤加海
松中田田木西澤本田内橋鋼桁田山澤水田　川田村　納書
判誠卜定英智光知寂浩恵寛雄貞知香哲文忍辰義隆政博浄
道之之信教城朗道円龍俊康弘圓見静凹凹教三道恵昭司雄

島
田
喜
久
子

秋口麻青長上中弓
場田布木田村山原

善恵真　順映静泰
彌範海新海雄一一

（
長
野
県
仏
教
会
）

（
岐
阜
県
仏
教
会
）

　
同
（
静
岡
県
仏
教
会
）

　
同
（
愛
知
県
仏
教
会
）

　
同
　
同
（
滋
賀
県
仏
教
会
）

（
京
都
仏
教
会
）

（
京
都
府
仏
教
連
合
会
）

（
大
阪
府
仏
教
会
）

　
同
（
兵
庫
県
仏
教
会
）

　
同
（
和
歌
山
県
仏
教
会
）

（
岡
山
県
仏
教
会
）

（
鳥
取
県
仏
教
連
合
会
）

（
香
川
県
仏
教
会
）

（
徳
島
県
仏
教
会
）

（
愛
媛
県
仏
教
会
）

（
高
知
県
仏
教
会
）

（
福
岡
県
仏
教
連
合
会
）

（
宮
崎
県
仏
教
連
合
会
）

（
真
理
舎
）

（
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
）

（
全
日
本
仏
教
青
年
会
）

（
日
本
仏
教
鎭
出
会
）

（
日
本
仏
教
保
育
協
会
）

（
国
際
仏
教
興
隆
協
会
）

（
仏
教
振
興
財
団
）

（
東
京
ア
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
プ
）

（
仏
教
伝
道
協
会
）

（
門
柱
会
）

，
．
∴
ま

1
1
広
く
統
堕
し
て
ご
利
用
下
さ
い
一

　
花
ま
つ
り
の
行
事
は
年
々
盛
大
に
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
全
国
的
に
浸
透
せ

し
め
る
た
め
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
写
真
の

よ
う
な
統
一
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
、
広
く

ご
利
用
頂
け
る
よ
う
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

　
明
る
い
春
の
野
に
静
か
に
立
っ
て
、
天
と

地
を
さ
す
お
釈
迦
さ
ま
の
姿
は
、
見
る
人
の

心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
下
記
の
要
領
に
て
頒
布
い
た
し
ま
す
の
で

各
県
仏
、
郡
市
仏
、
各
寺
院
、
幼
稚
園
、
保

育
園
な
ど
で
広
く
ご
利
用
下
さ
い
。

◎
サ
イ
ズ
　
七
四
韓
・
×
五
二
韓
・

◎
定
　
価
　
一
枚
　
百
円

　
　
送
料
実
費

◎
申
込
先
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七

　
　
　
　
　
一
四
　
全
日
本
仏
教
会

　
娠
送
付
に
時
間
の
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
早
あ
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
毎

年
ギ
リ
ギ
リ
の
申
込
み
で
四
月
八
日
に
間
に

合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
…
…
。
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ル
ン
ビ
ニ
i
開
発
ト
ラ
ス
ト

副
　
　
理
　
　
事
　
　
長

　
去
る
一
月
二
十
六
日
、
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
、
本
会
の
理
事
・
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会

議
に
引
き
続
い
て
午
後
四
時
半
か
ら
、
ル
ン
ビ
ニ
i

園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
に
関
す
る
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
ト
ラ
ス
ト
（
略
称
L
D
T
）
副

理
事
長
の
ス
ー
リ
ャ
・
サ
キ
や
教
授
は
「
マ
ヤ
堂
修

復
事
業
の
現
況
と
展
望
」
の
テ
ー
マ
で
、
要
旨
次
の

よ
う
な
講
演
を
行
っ
た
。

　
　
　
※
　
　
　
※
　
　
　
※
　
　
　
※

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
を
開
発
し
よ
う
と
い
う
考
え
は
、
一

九
五
四
年
ビ
ル
マ
の
ラ
ン
グ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
第

三
回
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
ビ
ル
マ
大
会
に
於
い

て
、
第
四
回
大
会
が
ネ
パ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
W
F

B
ネ
パ
ー
ル
支
部
の
ネ
パ
ー
ル
仏
教
会
に
よ
っ
て
最

初
に
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
五
五
年
ネ

パ
ー
ル
仏
教
会
の
要
請
に
よ
っ
て
、
仏
教
僧
院
、
宿

坊
、
及
び
バ
イ
ラ
ワ
か
ら
ル
ン
ビ
ニ
ー
に
至
る
仮
設

道
路
が
ネ
パ
ー
ル
政
府
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
第
四
回
W
F
B
世
界
仏
教
徒
会
議
ネ

ス
ー
リ
ャ
・
サ
キ
ヤ

パ
ー
ル
大
会
の
代
表
団
の
メ
ン
バ
ー
を
ル
ン
ビ
ニ
ー

へ
案
内
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　
一
九
六
七
年
に
は
、
当
時
の
国
連
事
務
総
長
で
今

は
亡
き
ウ
・
タ
ン
ト
氏
が
カ
ト
マ
ン
ズ
を
訪
問
し
ま

し
た
。
ウ
・
タ
ン
ト
氏
は
そ
の
時
ル
ン
ビ
ニ
ー
訪
問

を
希
望
し
、
そ
の
希
望
に
沿
っ
て
然
る
べ
き
手
配
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
ウ
・
タ
ン
ト
氏
は
ル
ン
ビ
ニ
ー
訪

問
後
カ
ト
マ
ン
ズ
へ
戻
っ
て
か
ら
、
マ
ヘ
ン
ド
ラ
国

王
に
謁
見
し
ま
し
た
。
国
王
も
ま
た
ル
ン
ビ
ニ
i
園

の
開
発
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ウ
・
タ
ン
ト
氏
は
ル
ン
ビ
ニ
庄
園
が
釈
尊
御
生

誕
の
聖
地
と
し
て
開
発
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
マ
ヘ
ン
ド
ラ
国

王
と
の
協
議
の
結
果
、
国
際
連
合
の
関
係
機
関
か
ら

丹
下
健
三
教
授
に
ル
ン
ビ
ニ
i
開
発
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
作
成
が
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

　
丹
下
教
授
は
ル
ン
ビ
ニ
ー
を
仏
教
徒
巡
礼
の
最
も

重
要
な
セ
ン
タ
ー
と
す
べ
く
、
ア
シ
ョ
カ
王
柱
の
あ

る
南
部
の
考
古
学
上
の
作
業
、
そ
し
て
中
心
部
の
マ

ヤ
堂
を
十
分
に
考
慮
し
て
、
一
九
七
越
年
に
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
聖
域
の
傍
ら

に
は
国
際
的
な
僧
院
地
区
を
設
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
仏

教
の
宗
派
と
世
界
の
国
々
を
代
表
す
る
僧
院
を
建
て

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
世
界
の
い
ろ

い
ろ
な
仏
教
徒
社
会
の
中
に
、
一
つ
の
共
通
の
国
際

的
な
仏
教
徒
の
連
帯
に
帰
属
し
て
い
る
と
い
う
意
識

を
起
こ
す
た
め
で
あ
り
ま
す
。

　
ル
ン
ビ
ニ
：
は
釈
尊
の
御
生
誕
地
で
あ
り
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
文
化
的
側
面
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
観
点
か
ら
、
丹
下
教
授
は
新
し
い
ル
ン
ビ
ニ
i

村
で
あ
る
北
部
を
学
者
や
観
光
客
向
け
の
文
化
地
帯

と
し
て
計
画
し
、
病
院
、
学
校
、
図
書
館
、
博
物

館
、
ホ
テ
ル
、
観
光
名
所
、
瞑
想
の
場
所
等
々
を
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。
一
九
七
入
年
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
完
成
以
来
、
日
本
の
仏
教
徒
、
特
に
全
日
本
仏
教

会
が
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
開
発
に
多
大
な
関
心
を
持
ち
続

け
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
L
D
T
事
務
所
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
僧
侶
と
一
般

市
民
の
双
方
か
ら
成
る
数
多
く
の
日
本
の
仏
教
徒
が

ル
ン
ビ
ニ
i
園
を
訪
問
し
て
、
そ
の
開
発
に
最
大
限

の
協
力
を
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
ア
シ
ョ
仁
王
柱
の
あ
る
マ
ヤ
堂
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ア
シ
ョ
聖
王

は
釈
尊
が
宣
言
し
た
、
世
界
平
和
へ
の
宗
教
的
勝
利

の
行
進
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ご
自
身
の
即
位
二

十
周
年
を
祝
お
う
と
、
紀
元
前
二
四
九
年
に
ル
ン
ビ

ニ
ー
を
訪
れ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ル
ソ
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ビ
ニ
ー
訪
問
の
し
る
し
と
し
て
ア
シ
ョ
腕
立
は
石
柱

を
据
え
付
け
た
わ
け
で
す
。
そ
の
石
柱
に
は
、
ブ
ラ

フ
ミ
i
文
字
と
パ
ー
リ
i
語
で
”
こ
の
地
、
ル
ン
ビ

ニ
i
村
に
お
い
て
、
ま
こ
と
釈
尊
誕
生
せ
り
“
と
は

っ
き
り
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　
ア
シ
ョ
カ
王
柱
は
ネ
パ
ー
ル
の
J
・
B
・
ラ
ナ
将

軍
お
よ
び
当
時
の
英
領
イ
ン
ド
政
府
の
ド
イ
ツ
人
考

古
学
者
フ
ユ
ー
ラ
ー
博
士
に
よ
っ
て
一
入
九
六
年
に

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ア
シ
ョ
カ
脚
柱
と
マ
ヤ
堂
を
持

つ
聖
域
な
く
し
て
は
、
ル
ン
ビ
ニ
：
の
存
在
意
義
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
丹
下
教
授
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
あ
た
っ

て
、
こ
の
聖
域
を
特
に
重
視
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
マ
ヤ
堂
の
基
壇
の
中
心
に
あ
る
現
在

の
建
造
物
は
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
遊
行
僧
に
よ
っ
て
建

立
さ
れ
た
、
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
と
、
歴
史
的
重
要
性

に
対
す
る
意
識
な
し
に
建
て
ら
れ
た
十
九
世
紀
の
建

造
物
で
す
。

　
ア
シ
ョ
カ
王
柱
は
釈
尊
御
生
誕
の
地
を
既
に
立
証

し
ま
し
た
が
、
マ
ヤ
堂
の
歴
史
と
建
築
の
デ
ザ
イ
ン

と
は
、
L
D
T
と
全
日
本
仏
教
会
が
昨
年
以
来
合
同

で
行
っ
て
い
る
発
掘
調
査
を
通
じ
て
再
現
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
修
復
さ
れ
る
マ
ヤ
堂
の
建
築
様

式
が
ど
ん
な
も
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
に
発
見

さ
れ
た
考
古
学
上
の
証
拠
で
十
分
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
に
つ
い
て
の
こ
れ
ら
す
べ
て
の
歴
史

的
、
考
古
学
的
情
報
を
持
つ
全
日
本
仏
教
会
は
、
一

九
九
二
年
忌
月
三
十
日
L
D
T
と
の
間
で
サ
イ
ン
し

た
協
定
に
従
っ
て
マ
ヤ
堂
の
修
復
計
画
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
釈
尊
の
御
生
誕
の
場
所
と
場
面
の

比
類
な
き
純
粋
さ
、
栄
光
、
そ
し
て
神
聖
を
復
興
す

る
こ
と
に
必
ず
成
功
す
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
今
日
、
冷
戦
の
危
機
は
去
り
ま
し
た
が
、
世
界
の

各
地
で
は
依
然
と
し
て
民
族
お
よ
び
人
種
間
の
戦
争

が
人
々
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
悪
い
こ
と

は
、
人
間
の
成
長
の
欠
如
、
四
海
同
胞
の
意
識
の
欠

如
、
そ
し
て
二
千
五
百
年
も
前
に
釈
尊
が
説
い
た
と

こ
ろ
の
、
和
合
に
基
づ
く
協
力
と
、
同
情
の
欠
如
で

あ
り
ま
す
。

　
時
宣
を
得
た
修
正
を
伴
い
な
が
ら
、
丹
下
教
授
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
る
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
開
発
は
、

相
互
協
力
、
同
情
、
友
情
を
通
じ
て
世
界
の
平
和
と

繁
栄
と
発
展
を
維
持
す
る
た
め
の
灯
台
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
ネ
パ
ー
ル
王
国
政
府
は
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
計
画

の
僧
院
そ
の
他
の
事
業
を
と
り
あ
げ
て
欲
し
い
と
い

う
L
D
T
の
呼
び
か
け
が
、
世
界
的
な
反
響
を
生
ん

だ
こ
と
に
勇
気
づ
け
ら
れ
て
、
一
九
入
七
年
の
ル
ン

ビ
ニ
ー
開
発
法
令
の
二
度
目
の
修
正
を
し
ま
し
た
。

こ
の
修
正
は
釈
尊
の
故
郷
の
カ
ピ
ラ
バ
ス
ツ
、
釈
尊

の
母
方
の
国
で
あ
る
デ
ー
バ
・
ダ
ハ
、
そ
し
て
釈
尊

の
生
涯
に
関
係
あ
る
歴
史
的
、
考
古
学
的
な
関
心
と

重
要
性
を
持
つ
他
の
す
べ
て
の
場
所
を
開
発
す
る
責

任
を
L
D
T
に
持
た
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
全
日
本
仏
教
会
が
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
計
画
を
率
先

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
私
た
ち
は

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
が
全
日
本
仏
教
会
の
す
べ
て
の
メ

ン
バ
ー
と
知
り
合
う
機
会
を
持
ち
、
マ
ヤ
堂
修
復
の

問
題
点
を
協
議
で
き
る
よ
う
に
と
の
ご
配
慮
か
ら
私

た
ち
を
日
本
へ
招
待
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
全

日
本
仏
教
会
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
全
日
本
仏
教
会
の
こ
れ
ま
で
ル
ン
ビ
ニ
ー

開
発
に
対
し
て
示
さ
れ
た
ご
協
力
と
、
全
日
本
仏
教

会
の
故
国
、
日
本
に
私
た
ち
を
招
待
下
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
、
衷
心
よ
り
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
、
私
の

話
し
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
御
静
聴
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご染筆中村康隆会長

（浄土門主零下）

2，000円箱入
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第
二
回
同
和
推
進
担
当
者
連
絡
会
開
催

　
本
会
の
第
二
回
目
同
和
推
進
担
当
者
連
絡
会
」

が
、
去
る
一
月
三
十
一
日
午
前
十
時
か
ら
、
真
宗
大

谷
派
宗
務
所
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
本
会
に
お
け
る
「
同
和
問
題
・
人
権
問
題
」
に
関

す
る
取
り
組
み
は
、
同
和
委
員
会
を
中
心
に
推
進
さ

れ
て
い
る
が
、
　
「
同
和
推
進
担
当
者
連
絡
会
」
は
、

仏
教
界
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
加
盟
宗
派
の
担
当
者

に
よ
る
詳
細
な
情
報
交
換
を
目
的
と
す
る
連
絡
会
で

あ
る
。

　
今
回
の
連
絡
会
で
協
議
さ
れ
た
事
項
は
、
①
身
元

調
査
、
②
差
別
戒
法
名
、
③
啓
発
方
法
に
つ
い
て
、

④
宗
派
内
の
組
織
作
り
に
つ
い
て
、
⑤
教
学
面
の
研

究
に
つ
い
て
、
⑥
宗
派
内
の
差
別
事
象
の
取
り
組
み

方
に
つ
い
て
、
⑦
糾
弾
に
つ
い
て
、
⑧
臓
器
移
植
等

の
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
⑨
エ
セ
同
和
に
つ
い
て
、

等
で
あ
っ
た
。

　
当
日
は
、
二
十
六
宗
派
三
十
五
名
の
参
加
者
が
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

清
原
　
實
明

一
月
十
日
、
八
十
一
歳
で
遷
化

融
通
念
仏
宗
管
長

北
角
　
圓
澄
（
元
全
身
同
和
委
員
会
委
員
長
）

一
月
二
十
一
日
、
六
十
五
歳
で
遷
化

身
天
台
宗
社
会
部
長

天
台
宗
議
会
議
員

辻
村
　
拘
善
（
元
全
仏
評
議
員
）

一
月
二
十
入
日
、
六
十
入
歳
で
遷
化

元
時
宗
宗
務
長

1994年3月1日

＋
一士
二
日

　
十
四
日

　
＋
七
日

　
二
十
日

二
＋
一
日

口
口
9
務
｛
局
一
一
茎
美

　
i
一
月
－

　
＋
日
　
局
内
会
議

　
～
十
四
日
　
ネ
パ
ー
ル
現
地
調
査

二
＋
四
日

二
＋
五
日

二
＋
六
日

法
律
相
談
室

埼
玉
県
佛
教
会
新
年
会
出
席

局
内
会
議

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

自
民
党
大
会
出
席

局
内
会
議

ル
ン
ビ
ニ
！
委
員
会

L
D
T
専
門
家
会
議
予
備
会
議

理
事
・
評
議
員
会
、
新
年
懇
親
会

二
十
七
日
　
日
宗
連
理
事
会

　
　
　
　
　
法
律
相
談
室

二
十
入
日
　
同
和
委
員
会

三
十
一
日
　
同
和
推
進
担
当
者
連
絡
会

　
　
一
二
月
1

　
一
日

　
八
日

　
＋
日

十
四
日

＋
六
日

＋
八
日

二
＋
四
日

二
十
四
～
二
十
入
日

局
内
会
議

局
内
会
議

法
律
相
談
室

包
括
宗
教
法
人
等
管
理
者
研
究
協
議
会

出
席
岡
山
県
仏
教
会
役
員
総
会
出
席

局
内
会
議

法
律
相
談
室

　
　
　
　
L
D
T
専
門
家
会
議

馬
毒
◆
奄
◆
嘩
◆
蚤
◆
奮
◇
蚤
◆
も
◆
撃
◆
塾
◆
奉
◆
毒
◆
睾
◆
．
雪
◆
奪
◆
．
畢
◆
毎
◇
漣

齢　　

@
具
瀦

　
　
　
　
　
　
　
加

　　

@
用
意

　　

@
院
　
伍

　
　
　
　
　
　
　
通

　　

@
寺
鉾

ψrひ礎・ひψゆ・ψr■卜“rひ“・●・瀞r◎ψ・ひψψψ・φ壷・ひ砂・ひψゆしψ・ひ“ゆ瑚｛ひψ・ひ

東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

　　　電　話　　代表（3841）4965

岬φ齢φ一齢齢樽齢φφ”韓ゆ・ひ浄・ひ瀞φゆゆψ・9

ア
奪
◆
毒
◆
塾
◆
奪
◇
毒
◆
も
◆
蚤
◆
毎
◆
毒
◆
塾
◆
奪
◇
も
◆
毒
◆
塾
◆
奉
◆
券
◆
お

一8一

一
九
九
四
年
三
月
一
日
発
行

発
行
人
　
籏
　
本

昌

行
所
　
　
団
法
人
　
　
全
　
日
　
本
　
ム
　
教
　
会

〒
　
〇
五
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
四

ア
一二　　、


